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◎今、話題の本！寺尾紗穂『原発労働割(講鮒見代新書）

序章より一【平時の原発労働を知る】

日本に地震があるから、津波があるから、ではない。

安全基準が信用できないから、放射能力漏れると怖い

から、でもない。今から私がスポットをあてるのは、

チェルノブイリや福島のような大事故となった非常時

の原発ではなく、平時の原発で働き、日常的な定期検

査やトラブル処理をこなしていく人々危彼らの視点

に立つことで、社会にとっての原発、ではなく、労働

現場としての原発、労働者にとっての原発、といった

角度から、原発をとらえなおしたい。

原発労働者
寺尾紗穂

『平時｣の原発は
こんなふうに

動いていた！

現鵯の証言で浮かび上がる溝きの実態
●炉心屋は真夜中にデータを書き換える

●ボヤは消さずに見て見ぬふり!？

●アラーム･メーターをつけていたら仕事にならない

●燃料ブールに潜る外国人労働者？

●原発施エ者が－番地震を恐れている

●定期検査の短鏥で増える点検漏れ

雁原流フェス』同時開催!!(OPEN14:⑥⑥～日没まで）

ボディトリート、手作りワークショッ式飲食･物販､カフェなど出展多数｡

ミニコンサートもあります｡各種アピール･パフォーマンス大歓迎！

ふるってご参加ください。↓会場（ジュピタリアンヒル）地図
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